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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 
 
・平成24年産 小麦の総括 
 
・平成24年度 北海道産小麦流通実態調査報告  
 
・平成24年度 稲作・麦作総合改善研修会のお知らせ 
  
・平成24年度 全国麦作共励会審査結果 

麦作 

お知 
らせ 

 北海道産小麦流通実態調査研修者一同　�大阪港埠頭ターミナルにて 
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も く じ

売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

農産物検査の信頼性確保

を目指して

JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



麦　　作 

平成２４年産小麦の総括

農政部食の安全推進局 技術普及課 北見農業試験場技術普及室

上席普及指導員 高 橋 義 雄

農水省発表による北海道の平成２４年産小麦収量は、秋まき小麦５０５�／１０a春まき小麦３３８�／
１０aと高く、平年対比は秋まき小麦１１６％、春まき小麦１２１％だった（表１）。品質は、北海道農

政事務所による秋まき小麦の１等麦比率では過去４年間で最も高く（表２）、ホクレン扱い分の

「きたほなみ」の品質ランク区分の品質項目ではいずれも基準値をクリアしていた（表３）。

新品種「きたほなみ」は、「ホクシン」からの置き換えに３年の歳月をかけて実施された。し

かし、平成２２年と２３年は高温による登熟期間の短縮や葉枯れ症状等により本来の能力を十分発揮

できなかった。そのため、平成２４年産への期待は大きかった。生産者を始め関係機関・団体の努

力もあり、結果的には「きたほなみ」にとって面目躍如の年となった。

以下、生育経過を振り返り今後の栽培の資に供したい。

１ 小麦作柄の経過
� 秋まき小麦
は種作業は、９月上旬の降雨によりいも類

・豆類の収穫が遅れ、は種期は平年より７日

遅れとなった。

起生期は、融雪が遅れ平年より１０日遅れと

なった。しかし、４月中旬～５月上旬にかけ

高温に経過し出穂期は平年並となった。また、

登熟期間は概ね低温寡照に経過したため成熟

期は平年よりやや遅れた（表４）。

表１ 平成２４年産小麦の生産実績（北海道）

区 分
作付面積
（ha）

１０a当たり収量
（�／１０a）

前年対比
（％）

平年収量
（�／１０a）

平年対比
（％）

秋 ま き １０７，５００ ５０５ １１７ ４３６ １１６
春 ま き １１，７００ ３３８ １２７ ２８０ １２１

注１）農林水産省大臣官房統計部発表（２４年１１月２０日）

２）平年収量は過去７年の豊凶年を除く５年平均

表２ 小麦検査実績の推移

品 種 名
１ 等 麦 比 率（％）

２４年産 ２３年産 ２２年産 ２１年産
ホクシン ７７．３ ６９．８ ４９．３ ４９．５
きたほなみ ８９．２ ７９．２ ５３．３ ７１．１
ホロシリコムギ ８６．９ ７８．５ ０．０ ４２．２
タクネコムギ ８６．８ ７９．０ ６２．３ ２７．３
きたもえ ６１．９ ９．７ ２０．６ １．２
キタノカオリ ７３．２ ８１．３ ６３．９ １２．２
ゆめちから ７２．８ － － －
秋まき計 ８８．７ ７８．７ ５０．２ ４９．９
春よ恋 ８３．５ ７６．１ ３５．２ ５６．３
ハルユタカ ７２．１ ７９．８ ０．０ ２４．２
はるきらり ８８．８ ８５．４ ６３．９ ８４．７
春まき計 ８３．７ ７７．４ ３３．７ ５２．４
普通小麦計 ８８．４ ７８．７ ４９．４ ５０．０

注１）北海道農政事務所農政推進部

注２）２４年産については、１１月３０日の速報値

表３ 平成２３・２４年産「きたほなみ」の品質
分析項目 ２４年産 ２３年産 基準値

容積重（�／�） ８５８ ８５１ ８４０以上
F.N．（sec） ３９８ ４０９ ３００以上
タンパク（％） １０．８ １０．７ ９．７～１１．３
灰分（％） １．４１ １．４９ １．６０以下

注１）ホクレン扱い分

注２）項目別加重平均値
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このことから、全般に穂数は少なかったも

のの、１穂粒数が平年を上回り、登熟期間も

長くなったため、多収となる地域が多かった。

一方、融雪の遅れから雪腐病被害の多い地

域や、６月～７月の少雨の影響を受けた地域

では低収となった。

品質は概ね良好であったが、降雨の影響で

収穫が遅れた一部の品種では低下した。

� 春まき小麦
は種期は、融雪の遅れからオホーツク・上

川地域とも平年より３日遅れとなった。しか

し、その後の好天により出芽は平年より１～

２日早く良好であった。

オホーツク地域では、生育期間をとおして

低温となり、出穂期および成熟期は平年より

３日遅れとなった。上川地域では、概ね平年

並に生育し出穂期は平年より早１日、成熟期

は平年より早５日であった。

石狩・空知地域の初冬まき栽培では、融雪

後の好天により生育が早まり、出穂期で平年

より３～４日早く、成熟期で２～４日早まっ

た。

以上により登熟期間がほぼ平年並で、千粒

重も平年並となり、赤かび病などの病害の発

生も少なかったため、収量および品質は平年

より優った。

２ 平成２４年の気象の特徴
� 気温と生育期節の経過
前述したように、全道的には種期と起生期

が遅れ、出穂期の遅れが心配されたが、出穂

期は平年並となった。出穂期後は比較的低温

で推移し、登熟期間は平年より１日、平成２３

年より４日長くなった（図１）。

写真１ 超多収栽培試験ほ場巡回
（北見農試ほ場）

図１ 平成２３年と平成２４年の起生期以降の気温と生育期節の比較
（H２４ 農政部作況調査より）
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３ 収量構成要素からみた多収
要因と品質について

� 穂数
「きたほなみ」は１穂粒数が多く、分げつ

も旺盛で結果的に�当り粒数が多くなる傾向
であった。そのこともあり平成２３年産の「き

たほなみ」は、�当り粒数が多い程製品歩留
りの低下が見られた。

平成２４年産のは種量は、２３年産対比８４％と

少なかった（図２）。また成熟期の穂数も平

年の８２％と少なかった（表４）。

は種量減は、茎数コントロールを容易にし、

耐倒伏性を強められることから積極的な窒素

施肥が可能となり製品歩留の向上に繋がった

と思われる。

� １穂粒数
全道２１ヵ所の現地委託試験における収量・

穂数・千粒重から算出した１穂粒数の年次間

比較では、平成２４年産は平成２３年産に比べほ

とんどの試験地で多かった（図３）。

� 千粒重
全道２１ヵ所の現地委託試験における平成２３

年産と平成２４年産の千粒重の比較では、２ヵ

所を除いて平成２４年産が上回った（図４）。

登熟期間と千粒重には正の相関があり（図

５）、また、日平均気温と登熟期間には負の

表４ 平成２４年産秋まき小麦の生育期節と生育状況

振 興 局
播種期

（月日）

起生期

（月日）

幼穂形成期

（月日）

止葉期

（月日）

出穂期

（月日）

成熟期

（月日）

茎 数 （本／�） 穂 数

（本／�）（１０．１５） （５．１５） （６．１５）

石 狩 ９．２８（遅８） ４．２３（遅１２） ５．１１（遅４） ５．３１（遅１） ６．９（早１） ７．２３（遅１） ２１９（９４） １，０８６（７９） ６４６（８５） ６０７（９０）

空 知 ９．２５（遅６） ４．２１（遅１２） ５．１０（遅５） ５．３１（遅２） ６．９（遅１） ７．２１（遅１） ２２６（６６） １，１１０（７２） ６０４（７１） ５６８（７６）

上 川 ９．２５（遅１５） ４．２２（遅７） ５．１１（遅４） ５．３１（早１） ６．８（早２） ７．２２（遅１） ２３８（３２） ８０６（６８） ５３７（７１） ５１９（７７）

オホーツク ９．２８（遅５） ４．１５（遅７） ５．５（早１） ６．２（早１） ６．１３（遅１） ７．３１（遅２） １９０（６９） １，２７７（７２） ７６０（８３） ６８２（８２）

十 勝 ９．２８（遅５） ４．１７（遅１１） ５．８（遅４） ６．１（ ０） ６．１１（ ０） ７．２８（遅２） ２１１（９０） １，４３３（８３） ７６４（８９） ６４１（８３）

全 道 ９．２７（遅７） ４．１８（遅１０） ５．８（遅３） ５．３１（早２） ６．１０（ ０） ７．２６（遅１） ２１３（６８） １，１８９（７３） ７０９（８３） ６２５（８２）

注１）北海道農政部発表の作況値。

２）各生育期節の（ ）内の数値は平年対比の日数。

３）茎数・穂数の（ ）内の数値は平年対比の百分率（％）を示す。

図２ 各振興局のは種量の比較
（農政部作況調査による）

図３ 平成２３年産と平成２４年産の１穂粒
数の比較

（現地委託試験成績より 品種：「きたほなみ」）

図４ 平成２３年産と平成２４年産の千粒重
の比較

（現地委託試験成績より 品種：「きたほなみ」）
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有意な相関が認められることから（図６）、

平成２４年は登熟期間中比較的低温で推移し、

その結果登熟期間が長くなり、千粒重が高

まったと思われる。

	 品質（穂発芽およびフォーリン
グナンバー）
成熟期後は、断続的な降雨により収穫が遅

れた地域があった。特に主産地の十勝で３日

遅れ、オホーツクは７日の遅れであった（図

７）。

また、オホーツクでは降雨と共に最低気温

が１５℃を下回る日もあり、穂発芽やフォーリ

ングナンバーの低下（低アミロ）が心配され

た。「きたほなみ」の穂発芽耐性が十分発揮

され難を逃れた。全道的にも穂発芽や低アミ

ロによる品質低下は見られなかった（図８）。

図８ 「きたほなみ」と「ホクシン」の
フォーリングナンバーの推移

（H２４ 北見農試）図５ 登熟期間と千粒重の関係
（H１８－H２４網走農業改良普及センター本所作況より）

図６ 日平均気温と登熟期間の関係
（H１８－H２４網走農業改良普及センター本所作況より）

図７ 登熟期間の気温と降水量
（H２４ 境野アメダスデータ）
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４ 次年度に向けて
「きたほなみ」は、「ホクシン」に比べ穂

数や１穂粒数などの収量構成要素を確保しや

すい品種である。しかし、茎数過多・倒伏・

肥料不足・登熟期間の短縮等の影響で養分供

給が不十分になると、細麦や歩留りの低下を

招くおそれがある。

「きたほなみ」の栽培方法として、圃場条

件に合った適切な目標収量を設定し、それに

応じた茎数管理をしっかり行い、加えて生育

後半まで肥料不足とならない栽培管理を心が

ける必要がある。

北海道 米 麦 改 良第８９号 5２０１３．１



麦　　作 

平成２４年１１月２９日 �ケーニヒスクローネ：兵庫県神戸市
�増田製粉所

網走農業改良普及センター遠軽支所 専門普及指導員 小山 拓也

研修はケーニヒスクローネ磯上邸において行われ、ケーニヒスクローネと増田製粉所の関係者

に説明いただき、意見交換を行った。

１ 会社概要
� ケーニヒスクローネ
昭和５２年創業の洋菓子店。現在、神戸市内

および全国に４０店舗以上を展開し、ケーキ・

菓子・パンなどを販売している。会社名の由

来は、「王冠」（ドイツ語）を意味しており、

会社キャラクターのくまにも王冠がついてい

る。本年度より道産小麦『春よ恋』を使用し

た新商品を販売している。

平成２４年度 北海道産小麦流通実態調査報告

（調査日：平成２４年１１月２９日～３０日）

麦の流通・加工に関する研修を目的として、１１月２９日と３０日の２日間、関西地区の製粉メーカー、

菓子・製パンメーカー、港湾ターミナルを視察しました。

参加者は１８名、道庁１名、農業改良普及センター３名、農試３名、ホクレン７名、地区協会１

名、道協会３名でした。それぞれの研修先において、担当者から詳細な説明をいただき、北海道

産小麦に対する考え方や意見を聞くことができました。また、積極的な意見交換も行われ、有意

義な研修となりました。

参加者を代表して、道総研北見農業試験場の粕谷研究職員と網走農業改良普及センター遠軽支

所の小山専門普及指導員に報告の作成をお願いしました。ここに、その内容を掲載いたします。

（写真１）磯上邸レアルプリンセサ・リ
カルディーナ

（写真２）意見交換の様子
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� 増田製粉所
明治３９年からの創業で、菓子用粉を中心に

パン用、中華麺用、麺用など小麦粉のライン

ナップは幅広い。北海道産小麦の取り扱いは

３，０００トンで、『きたほなみ』『春よ恋』など

を購入、商品化している。ケーニヒスクロー

ネに『春よ恋』を販売している。

２ 神戸市内のスイーツ事情
神戸市内でお菓子屋は、３００店舗もあり激

戦区であり、かつ、神戸のスイーツは世界で

超一流であるとの評判も高い。全国展開して

いる「ユーハイム」・「モロゾフ」などの有

名なお菓子店は、本社はすべて神戸にある。

中でもケーニヒスクローネは、有名店とのこ

と。カフェに来店する消費者の声を大切にし、

特に、「しゃべりたい」「食べたい」と来てい

る女性客の多くから、お菓子・ケーキなどに

寄せられる意見をとりあげ、おいしい商品を

提供し続けることで経営を発展させている。

３ 北海道産小麦について
� ケーニヒスクローネ
本年度より道産小麦『春よ恋』を使用した

パン（写真３）を製造・販売している。『春

よ恋』は外国産麦に比べて保湿性があり製パ

ン性にすぐれており、社長の�田氏も「いい
粉だよ」と好印象を持っていた。�田社長が
考える「おいしいパン」とは「素材の風味が

ダイレクトに伝わるもの」とのことで、良質

な小麦粉や他の材料（バター・卵・牛乳）の

もつ、それぞれの素材の風味やもち味を引き

出すことで、そのためにはお店の高い技術が

合わせて必要であると強調していた。『春よ

恋』はおいしいパンを製造する小麦粉として

高い評価であったが、仕入れ価格が非常に高

価で、量も確保できないため、商品は限定し

たものしか作れないことを指摘された。

� 増田製粉所
道産小麦が１２％程度のシェアを占め、残り

８８％は外国産小麦を使用している。道産小麦

は、『きたほなみ』『春よ恋』の２品種を中心

にした商品を開発し販売、「はるきらり」「ゆ

めちから」も検討を始めた。『きたほなみ』

は、ほとんどが麺用として販売しているが、

新たな取り組みとしてグルテンの発現をある

程度抑える技術で菓子用粉として使用できる

めどが立ち、今後、菓子用粉としても販売を

予定しているとのこと。『春よ恋』は強力小

麦として、外国産に負けない吸水性・保湿性

があり、製粉性も非常に高いため、国内産麦

としては優秀な品種である。一方、「世界一

高価な小麦」であるため必然的に高価な粉に

なってしまう。また、豊作・凶作により出回

り量が大きく変わるため、安定した量の確保

ができないことも欠点となっている。新品種

の『はるきらり』『ゆめちから』などにも期

待を寄せているが、安定した品質と量が最重

要とのことだった。製粉会社は、安定した量

と品質が確保できて初めて顧客へ商品の特徴

と販売量を約束できる。そのため、生産現場

としては良質のものを安定供給することが大

切であると感じた。

４ 産地表示と付加価値
ケーニヒスクローネでは、本年から『春よ

恋』を使用したパンを製造しているが、小麦

の産地表示をしてパンを売り出すことには、

あまり積極的でないようであった。ただ、初

めて北海道産小麦を使用したという広告（写

真４）を作り、消費者へ届けていた。産地表

（写真３）春よ恋１００％のパン
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示に積極的でない理由として、「北海道産だ

から」・「神戸牛だから」といって物を購入

する時代は終わり、現在の消費者は、「味」

・「価格」・「産地」を総合的に判断して購

入するように変化している。老舗のお菓子屋

やブランド店は、産地表示をしている例は少

なく、産地を明かさなくても、良い材料を使

うのは当然で、お店の名前と商品で勝負して

いる。

５ まとめ
実需のなまの声を聞くことができ大変勉強

になった。道産小麦は着実に進歩しており、

特に、「春よ恋」の評価は極めて高く、１級

の外国産麦に匹敵するのを聞いてびっくりし

た。しかし、北海道産小麦に対する要望も強

く、良質で安定していること、安定して一定

量が供給されること、さらには買いやすい価

格であることが改めて確認された。安定供給

に対し、今後より一層、いろいろな側面で努

力が必要であり、品種改良とともに気象に左

右されない安定確収に向けた栽培法の改善も

大切であると感じた。

最後に、今回の小麦流通実態調査を主催し

て頂いた米麦改良協会、ならびに研修を快く

受け入れてくださったケーニヒスクローネと

増田製粉所の関係者の皆様に心よりお礼申し

上げます。

平成２４年１１月３０日 �前田産業
�大阪港埠頭ターミナル：大阪市港区

道総研 北見農業試験場 麦類G 研究職員 粕谷 雅志

研修は大阪港埠頭ターミナル会議室で行われ、埠頭ターミナルと前田産業の関係者に説明いた

だき、意見交換した。

１．会社の概要
� 大阪港埠頭ターミナル
大阪港は古くより日本の交通の要衝として

栄え、特に関西の経済の発展に大きく関わっ

てきた。当初は河川港だったが、明治３０年以

降、世界の貿易港とするべく大々的な築港工

事が行われ、現在では西日本の経済の中心地

としてその集荷を担っている。大阪港埠頭

ターミナルは昭和２６年に、大阪市が半額出資

した日本初の民営サイロである。３万トン級

の商船が接岸可能で、主な取り扱い貨物は麦

（写真４）「北海道産小麦」使用の広告

写真１ 大阪港埠頭ターミナル会議室で
研修
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類の他に、石炭等の燃料、鋼材などである。

荷役設備は４台のアンローダーにより、合計

１，２００トン／時の受け入れが可能である。サ

イロは４カ所に分かれ、主ビン９９本、副ビン

２５本の計１２４本あり、５６，７３５トンが貯蔵可能

である。小麦は前田産業をはじめ７社と取引

しており、年間で、外麦２５万トン強、北海道

産麦を２万トン扱っている。外麦は３万トン

クラスの大型船で搬入するのに対し、北海道

産麦は１，５００トンクラスの船で搬入している。

外麦は、「ASW」が６割、「DNS」「HRW」

「WW」が３割、「１CW」が１割である。

� 前田産業
昭和１０年に清涼飲料などの製造販売で創業、

その後昭和２３年に製粉事業部を立ち上げ、昭

和３６年に港区に最新式製粉工場を竣工、現在

では大阪港埠頭ターミナルの隣に本社・製粉

事業部をおき、飲料水事業部は八尾市に置き

飲料水とミックス粉を製造している。

サイロは、原麦で１０，０００トン、小麦粉で

２，５００トンの貯蔵が可能である。大阪港埠頭

ターミナルのサイロから直接コンベアで原麦

を運んでおり、さらに工場内では全自動制御

システムにより原料小麦粉の搬入・搬出を

行っている。北海道産小麦の納入に当たって

は、１月前から段取りが行なわれ、発注、集

荷、船の手配、積荷、出航、納入の手続きで

購入している。

製粉能力は３００トン／日で、年間５０，０００ト

ンの小麦粉を生産している。製粉ラインは硬

質と軟質の２本で、製品はパン用が半分を占

め、残りを麺用と菓子用等の薄力粉が占めて

いる。パン用には外麦の「１CW」「DNS」

「SH」を使用しており、日本めん用には

「ASW」と「きたほなみ」を使用している。

現時点では「きたほなみ」は３割の使用だが、

将来は７割に増やす考えとのこと。滋賀県産

の「農林６１号」「シロガネコムギ」「ふくさや

か」も購入しており、薄力粉用として使って

いる。

２．北海道産小麦について
「きたほなみ」は製粉歩留が高いが、吸水

性がやや劣る印象とのことであった。しかし

吸水性については、日本めん用では特にク

レームが無いため、問題となってはいなかっ

た。

「春よ恋」は価格が高いことと、生産量が

安定しないことにより前田産業としては使用

しづらいとのこと。

「キタノカオリ」はパンを試作したが、外

麦に比較して品質が及ばないので製品化に至

らなかった。パン用としては、大手製パン会

社と取引が多く、特にミキシング時の機械耐

性が劣る生地の弱いものは製品化が難しい。

それで現在試作中の「ゆめちから」はその点

を期待している。試作段階では、「きたほな

写真２ 大阪港埠頭ターミナル第４期サ
イロ

写真３ 前田産業 製粉工場

北海道 米 麦 改 良第８９号 9２０１３．１



み」とのブレンドによる使用を行っており、

外麦と異なるもちもちとした食感になる点好

感をもっている。

今後国産麦の使用量を増やしたいという会

社の方針により、パン用でも現在の外麦中心

から少しずつ「ゆめちから」を使った商品に

移していきたいとの考えであった。

また、北海道は全体として品質が悪い年は、

原麦品質に地域差があることが指摘された。

「ホロシリコムギ」「タクネコムギ」の頃は、

小麦粉が灰色に見えるほど品質が悪い印象で、

それからすると「きたほなみ」はすぐれ、そ

のようなことはない。

府県においても粉色の悪い産物があるが、

その生産地は排水対策が不充分なケースが多

いが北海道はどうかとの質問に同じと答えた。

道産小麦に対して、安心・安全な生産物の

供給が要望された。安心・安全の中身は、農

薬の適正使用とカビ毒の制御である。残留農

薬の検査を実施しており、いままでに残留農

薬は検出されていないが、生産地には農薬の

適正使用の順守をお願いしたいと求められた。

カビ毒のデオキシニバレノール（DON）に

ついて、特に家畜の飼料として利用されるふ

すまについて懸念があり、生産地には適切な

防除をお願いしたいと求められた。

消費者として北海道産小麦の産地への印象

について、北海道産のなかで十勝産は良いイ

メージがあるとのことであった。

３．サイロの見学
意見交換会後に、大阪港埠頭ターミナルの

第４期サイロに上らせていただいた。サイロ

は清掃が行き届いており、人員の配置も適切

で、安全で万全な施設運営がなされていると

感じた。ターミナルに船は接岸していなかっ

たが、４機のアンローダーがしっかり見え、

コンベアも空運転していた。対岸にはユニ

バーサルスタジオジャパンがあり、天候も良

く、サイロの上からの風景は素晴らしかった。

写真４ サイロの上で記念撮影。後方は
安治川

写真５ サイロと荷受の説明を受ける研
修者
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稲作・麦作 

平成２４年度 稲作・麦作総合改善研修会のお知らせ

本年度の稲作・麦作総合改善研修会を、札幌市において平成２５年３月１日（金）午後に開催い

たします。

受講者は、稲作・麦作の生産者をはじめ、全道の農協および市町村の担当者、関係機関・団体

等の方が対象で、受講料は無料です。

正式なご案内につきましては、別途（２月上旬頃）、各地区米麦改良協会および新聞ならびに

ホームページ等でご連絡させていただきます。例年同様、優良事例発表や特別講演などを企画し

ておりますので、多数の受講をお待ちしております。

１．日時：平成２５年３月１日（金） １３時００分より（１２時３０分受付開始）
２．場所：ホテルモントレエーデルホフ札幌

札幌市中央区北２条西１丁目 TEL（０１１）２４２－７１１１

平成２３年度 稲作・麦作総合改善研修会

（平成２４年３月２日（金） ホテルモントレエーデルホフ札幌）
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平成２４年度全国麦作共励会中央審査委員会が１２月２１日（金）に開催され、北海道ブロックか

ら推薦された農家の部の川上さんご夫妻（足寄町）と集団の部の十勝池田町川合１地区がと

もに「農林水産大臣賞」を受賞されました。

中央表彰式は、平成２５年２月２０日（水）、東京都千代田区ホテルルポール麹町で開催される

ことになっております。

なお、各賞の受賞者は下記のとおりです。

平平成成２２４４年年度度 全全国国麦麦作作共共励励会会審審査査結結果果

平成２４年度 全国麦作共励会受賞者名簿 （敬称略）

�．．農農家家のの部部
賞 名 氏 名 住 所

農 林 水 産 大 臣 賞 川 上 修 一
川 上 由美子

北海道足寄郡足寄町上利別

全国米麦改良協会会長賞 長 井 長 平
長 井 治 美

富山県高岡市戸出六十歩

全 国 農 業 協 同 組 合
中 央 会 会 長 賞

はるさん農園株式会社
鬼 木 晴 人

福岡県福岡市西区元浜

全 国 農 業 協 同 組 合
連 合 会 会 長 賞 粂 谷 一 郎 栃木県栃木市都賀町家中

全 国 農 業 協 同 組 合
連 合 会 会 長 賞 松 前 康 秀 山口県山陽小野田市大字西高泊

日本農業新聞会長賞 �イカリファーム
井 狩 憲太郎

滋賀県近江八幡市野村町

�．集団の部
賞 名 集 団 名 所 在 地

農 林 水 産 大 臣 賞
十勝池田町川合１地区

代表者 小澤 和秀
北海道中川郡池田町字川合

全国米麦改良協会会長賞
迎島集落営農組合

代表者 田中 徹
佐賀県神埼市千代田町迎島

全 国 農 業 協 同 組 合
中 央 会 会 長 賞

株式会社 アグリとくみつ

代表者 濱野 健
石川県白山市徳光町

全 国 農 業 協 同 組 合
連 合 会 会 長 賞

有限会社 クリーンファーム日吉

代表者 日比野 守
岐阜県養老郡養老町中

日本農業新聞会長賞
農事組合法人 二島西

代表者 村永 允
山口県山口市秋穂二島
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 
 
・平成24年産 小麦の総括 
 
・平成24年度 北海道産小麦流通実態調査報告  
 
・平成24年度 稲作・麦作総合改善研修会のお知らせ 
  
・平成24年度 全国麦作共励会審査結果 

麦作 

お知 
らせ 

 北海道産小麦流通実態調査研修者一同　�大阪港埠頭ターミナルにて 
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